
しょう4 こくご「要点を まとめる(要約)」 その3
なまえ 　 がつ　 にち てん  / 20

1 要約に 必ず 入れるのは?

ア 自分の 好きな 場面 イ 細かい 例の 全部 ウ筆者が 一番 伝えたいこと

エ関係のない 話題 こたえ 

2 クモの 糸は とても 細いのに、おどろくほど じょうぶだ。同じ 太さの はがねよりも 強い

と いわれる。

この文 章の 要点は?

アクモの糸は すぐ 切れる イクモの糸は はがねより 弱い

ウクモの糸は 細いが とても じょうぶだ エクモは 糸を 作らない こたえ 

3 月は 自分で 光っては いない。太陽の 光を はね返して、輝いて 見えるのだ。

この文 章の 要点は?

ア 月は 太陽の 光を はね返して 輝く イ 太陽は 月の 光を 借りる ウ 月は 自分で 光っている

エ 月は まったく 光らない こたえ 

4 森の 木の根は、雨水を たくわえる 働きを 持つ。だから 森は「緑のダム」と 呼ばれる。

この文 章の 要点は?

ア 森には ダムが 作られる イ 木の根は 水を はじく

ウ 森は 雨水を たくわえるので 緑のダムと 呼ばれる

エ 森の 木は 緑色だから ダムと 呼ばれる こたえ 

5 音は、もののふるえが 空気を 伝わって 耳に 届く。空気の ない 所では 音は 伝わらな

い。

この文 章の 要点は?

ア 音は 光より 速い イ 音は 震えが 空気を 伝わって 聞こえる

ウ 音は 空気が なくても 伝わる エ 音は 耳から 出る こたえ 
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6 カエルは、ひふからも こきゅうを している。だから ひふが 乾くと 生きていけない。

この文 章の 要点は?

アカエルは 肺で こきゅうしない イカエルは 乾いた 所を 好む

ウカエルは ひふでも こきゅうするので 湿りけが 大切だ エカエルは こきゅうを しない

こたえ 

7 食べ物は、口・胃・腸を 通る間に 細かく 消化され、体に とり入れられる。

この文 章の 要点は?

ア 腸は 消化と 関係ない イ 食べ物は 消化されて 体に とり入れられる

ウ 消化は 口だけで 終わる エ 食べ物は そのまま 出ていく こたえ 

8 タンポポの 種には 綿毛が ついている。風に 乗って 遠くまで 運ばれ、仲間を 増やす。

この文 章の 要点は?

アタンポポの 種は 動かない イ 綿毛は 水を 吸う ウタンポポは 種を 作らない

エタンポポは 綿毛で 種を 風に のせ 遠くへ 運ぶ こたえ 

9 ロケットは、ガスを 後ろへ いきおいよく 吹き出す。その 力で 前へ 飛び進むことが でき

る。

この文 章の 要点は?

アロケットは 風の 力で 飛ぶ イロケットは 飛べない

ウロケットは ガスを 吹き出す 力で 飛び進む エガスは 前へ 出る こたえ 

10 要約する とき 役立つのは?

ア 字の 色を 見ること イページ数を 数えること

ウくり返し 出てくる 大事な言葉に 気づくこと エ 絵の 数を 数えること こたえ 
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11 鉄は、空気中の 酸素や 水に 触れると さびる。さびを 防ぐには 油を 塗るとよい。

この文 章の 要点は?

ア 鉄は まったく さびない イ 鉄は 酸素や 水で さび、油で さびを 防げる

ウさびは 水を はじく エ 鉄は 油で さびる こたえ 

12 夜空の 星の 中には、とても 遠くに あるものが 多い。その 光は 長い 年月を かけて 地球

に 届く。

この文 章の 要点は?

ア 星の 光は すぐに 届く イ 星は 地球の すぐ 近くに ある ウ 星は 光を 出さない

エ 遠い星の 光は 長い 時間を かけて 地球に 届く こたえ 

13 野菜には ビタミンが 多く 含まれている。だから、元気に すごすには 野菜を 食べること

が 大切だ。

この文 章の 要点は?

ア 野菜は 食べない方が よい イ 野菜には 何も 入っていない

ウ 野菜は ビタミンが 多く、元気に すごすのに 大切だ エビタミンは 体に 悪い

こたえ 

14 心臓は、休みなく 動いて 全身に 血液を 送り出す ポンプの 働きを している。

この文 章の 要点は?

ア 心臓は 血液を 全身に 送る ポンプだ イ 心臓は 食べ物を 消化する ウ 心臓は 動かない

エ 血液は 心臓を 通らない こたえ 
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15 影は、光が ものに 遮られると できる。太陽の 位置が 変わると、影の 向きや 長さも 変

わる。

この文 章の 要点は?

ア 影は 夜に できる イ 影は 光が 遮られて でき、太陽の 位置で 変わる

ウ 影は いつも 同じ 長さだ エ 影は 光が あると 消える こたえ 

16 ヒマワリの つぼみは、日中 太陽の 動きを 追うように 向きを 変える。よく 日光を 受け

て 育つためだ。

この文 章の 要点は?

アヒマワリは まったく 動かない イヒマワリは 夜に 咲く ウヒマワリは 日光が 嫌いだ

エヒマワリの つぼみは 太陽を 追って 向きを 変える こたえ 

17 磁石には、鉄を 引きつける 力が ある。同じ きょくどうしは しりぞけ合い、違う きょく

は 引き合う。

この文 章の 要点は?

ア 同じきょくは 引き合う イ磁石は 鉄を 引きつけ、同じきょくは しりぞけ合う

ウ磁石に 力は ない エ磁石は 木を 引きつける こたえ 

18 雷は、雲の中に たまった 電気が、一気に 流れ出るときに 起こる。光ってから 音が 聞

こえるまでの 時間で、およその 距離が 分かる。

この文 章の 要点は?

ア 雷の 距離は 分からない イ 雷は 音だけの 現 象だ

ウ 雷は 雲に たまった電気が 流れ出て 起こる エ 雲は 電気で できている こたえ 

19 要約が 役立つのは どんなとき?

ア走るとき イ眠るとき ウ 長い文 章の 大事な点を 人に 伝えるとき エ 絵を かくとき

こたえ 
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20 使い終わった かんや びんは、ごみに するのでは なく、集めて 新しい 製品に 作りかえら

れる。これを リサイクルと 言う。

この文 章の 要点は?

アかんや びんは もう 使えない イかんや びんを 集めて 作りかえるのが リサイクル

ウリサイクルは ごみを 増やすこと エリサイクルは 木を 切ること こたえ 
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こたえ　しょう4 こくご「要点を まとめる(要約)」 その3

1  ウ 筆者が 一番 伝えたいこと

2  ウ クモの糸は 細いが とても じょうぶだ

3  ア 月は 太陽の 光を はね返して 輝く

4  ウ 森は 雨水を たくわえるので 緑のダムと 呼

ばれる

5  イ 音は 震えが 空気を 伝わって 聞こえる

6  ウ カエルは ひふでも こきゅうするので 湿りけ

が 大切だ

7  イ 食べ物は 消化されて 体に とり入れられる

8  エ タンポポは 綿毛で 種を 風に のせ 遠くへ 運

ぶ

9  ウ ロケットは ガスを 吹き出す 力で 飛び進む

10  ウ くり返し 出てくる 大事な言葉に 気づくこと

11  イ 鉄は 酸素や 水で さび、油で さびを 防げる

12  エ 遠い星の 光は 長い 時間を かけて 地球に 届

く

13  ウ 野菜は ビタミンが 多く、元気に すごすのに

大切だ

14  ア 心臓は 血液を 全身に 送る ポンプだ

15  イ 影は 光が 遮られて でき、太陽の 位置で 変

わる

16  エ ヒマワリの つぼみは 太陽を 追って 向きを

変える

17  イ 磁石は 鉄を 引きつけ、同じきょくは しりぞ

け合う

18  ウ 雷は 雲に たまった電気が 流れ出て 起こる

19  ウ 長い文章の 大事な点を 人に 伝えるとき

20  イ かんや びんを 集めて 作りかえるのが リサ

イクル


